
手術前には、まず「禁煙」 

「禁煙」は、術前準備の第一歩 

 

この２枚のポスターは日本麻酔科学会が作成し

たもので、手術にあたって喫煙者は禁煙が必要で

あることを訴えています。その理由は手術後の合併

症をなくすためです。 

 

手術後の合併症とは、手術や検査などがもとにな

って起こる病気をさします。例えば、喫煙者は非喫

煙者に比べ手術後に皮膚の感染症を併発する危

険性が３倍、皮膚が壊死する危険性は７～９倍もあ

ると言われているほか、肺機能の低下や血管の状

態を悪化させるなど、全般的に術後の回復が遅れ

るそうです。 

 

また手術の際、場合によって施される全身麻酔に

おいては人工呼吸器が用いられます。このとき喫煙

者は咳や痰がからみ呼吸が困難になる危険性が大

きくなるそうです。だから全身麻酔が必要な手術の

場合、４～６週前から禁煙しておくことが求められ、

その期間禁煙できなければ手術を延期するそうで

す。喫煙者は手術するまでに１ヵ月以上も余計な時

間がいるわけです。 

 

「タバコは一生やめるつもりはない」と決めていた

人でもこのような状況になれば禁煙せざるをえない

だろうと思います。タバコを吸い始めないことに越し

たことはありませんが、万一吸い始めてしまっても、

少しでも早い時期に禁煙した方が良いに決まって

います。 
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